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１．は じ め に

青森県には，障害者職業訓練校１校を含め県立の

職業能力開発施設が７校あります。

その中で唯一，当学院は，平成７年度から全訓練

科（機械システム工学科，設備システム工学科，自

動車システム工学科，制御システム工学科）を高卒

２年課程とし，校名も「青森県立八戸高等技術専門

校」から「青森県立八戸工科学院」に改め，再スタ

ートしたところです。

当学院がある八戸市は，青森県の太平洋側に位置

する県内屈指の工業と漁業が盛んな24万人都市であ

るとともに，うみねこ（海猫）の繁殖地である「蕪

島」や縄文土器の数多く出土している「是川遺跡」

など，名所・史跡がたくさん点在している地域であ

ります。また，平成14年12月の東北新幹線の開業を

目指して，現在盛んに工事が進められているところ

であり，これを期に，今後，当地域の経済が更なる

発展を遂げるものと期待されています。

このような中で，当学院は，技術革新等に対応で

きる実践的技能者（即戦力となりうる技能者）の養

成を目標に訓練してきたところであり，はや丸５年

が経過しました。

今回，特集テーマである「職業能力開発に関する

相談援助」に関する投稿機会をいただいたことから，

当学院の学生に対する就職相談の取り組み状況の実

例を紹介いたします。

２．就職相談の取り組み状況

２.１　最近の就職状況について

当学院における最近５ヵ年の就職状況について

は，表１のとおりとなっています。

その就職状況の内訳をみると，平成７年度と平成

11年度に各１名ずつの未就職者があり，その理由と

して，１名は公務員志望による再受験，残りの１名

は希望する就職先が見つからなかったための就職浪

人によるものです。

最近のバブル経済の崩壊等による雇用情勢の厳し

い中，100％近い就職率を維持していることは，各

業界から当学院の学生に対して，高い評価をいただ

いているものと確信しているところです。
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２.２ 学院全体による就職相談の援助体制につ

いて

学院全体としては，各訓練科に共通の主な就職相

談の援助を次のとおり実施しています。

(1) 三者面談―５月下旬の実施

毎年，学院の年間行事として開催している後援会

総会（保護者の組織会）と同一日に実施しており，

その内容は，各科２年次担任指導員と学生及び保護

者が面談し，就職職種・地域・就職活動の進め方等

について話し合い，決定しています。

また，学生に対しては，この日が実質的な就職活

動のスタートとして位置づけさせています。

(2) 職業相談―６月上旬の実施

三者面談での決定内容を踏まえ，公共職業安定所

の職員（５人）に来校していただき，学生との個別

相談を行い，希望職種・地域の現況などを聞いたり，

就職活動全般についてのアドバイスを受けています。

(3) 職業講話―職業相談と同一日に実施

これまでは，全訓練科の２年生を一堂に集め，公

共職業安定所長等を講師に招き，雇用情勢等の現況

を題材に講話していただいていましたが，昨年から

は，各訓練科ごとに，より身近な関連業界の方を講

師として招き，業界の情勢，望まれる新入社員像や

求職活動の心構え等を題材にして講演していただく

形式をとっています。

その結果，学生の関心度は，各訓練科とも今まで

以上に高いものとなり，自分がこれから関わろうと

する業界の内容などを無駄話することなく真剣に耳

を傾けていました。これを受けて，今後も各訓練科

の関連業界の方を講師として招くことを継続したい

と考えています。

以上の行事開催については，学院内の業務分担と

なっている「学生係」が就職指導を担当しておりま

すが，直接就職指導を行うのは各科の担当指導員で

あり，学生係はその側面を援助したり，学院全体と

して行う就職指導行事等の企画・実施をこれまで行

っているところです。

２.３ 各訓練科の就職相談の援助活動事例につ

いて

(1) 機械システム工学科の援助活動事例

【これまでの援助活動の状況】

機械システム工学科の特徴としては，数多くの事

業所を就職活動の対象として選択できるよう，機械

加工分野と溶接分野の両方の訓練内容を２年間にわ

たり指導しています。

その指導内容を紹介すると，次のとおりです。

○１年次：機械加工＋溶接に関する基本的な訓練内

容の指導

・溶接技術検定試験受験（10月）

・現場実習10日間（11月）

・溶接技術検定試験受験（12月）

・就職先希望職種調査（３月）

※機械加工と溶接のいずれかの選択

○２年次：２年次進級時に選択した就職希望職種に

合わせた専門的な訓練内容の指導

・床上操作式クレーン運転技能講習試験受験（５

月）

・玉掛技能講習試験受験（５月）

・溶接技術検定試験受験（７月）
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表１　最近５ヵ年の就職状況
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・溶接技術検定試験受験（10月）

・小型移動式クレーン運転技能講習試験受験（11

月）

・溶接技術検定試験受験（12月）

以上のような訓練内容の流れの中で，まず１年次

には，就職を意識させるため，①資格試験受験，②

現場実習，③就職先希望職種調査などを行い，２年

次には，それらを自分のことと認識させたうえで，

それぞれ選択した希望職種を重点的に取り組む訓練

内容を設定してます。

また，当学院周辺には，機械加工および溶接の関

連事業所が200社余りあり，学生にとって就職先の

選択肢が多いということが就職活動を優位に進めら

れる状況であり，表２に紹介したとおり過去の修了

生の就職率が100％を達成させている１つの要因で

あると考えています。ただし，この要因だけで，学

生が希望通り就職できるという理由ではなく，やは

り当学院の指導内容と修了生に対する高い評価を受

けていることが第一の要因であると考えているとこ

ろです。

【今後の就職相談援助に関する課題】

これまでは，修了生の活躍などにより，雇用情勢

が芳しくない状況のもとなんとか採用していた事業

所においても，今後は当面求人を控えたいという事

業所が増えてきています。このため，このままでは

求人数が減る一方であることから，現在の訓練内容

の見直しが必要だと考えています。

また，最近の学生の入学動機としては，就職等が

できなかったので，とりあえず技能・技術を身につ

けるという程度の意識しかなく，職業人として意識

づけするのに指導員が多くの時間を費やしている現

状です。

(2) 設備システム工学科の援助活動事例

【これまでの援助活動の状況】

設備システム工学科の特徴としては，入学当初か

ら就職指導を意識した訓練内容で取り組んでいま

す。

その活動内容を紹介すると次のとおりです。

○年次目標

１年次

・入学時の意識づけ

・職業人としての常識指導

・就職に有利な資格取得

・現場実習

・技能五輪県予選参加

・関連業界団体とのつながり

２年次

・職業人としての常識指導

・個別相談

・求人開拓

・関連業界団体とのつながり

これらの主な内容としては，

①　入学時の意識づけ

生きるために働き，働くために学ぶのであり，働

くために道具の使い方や，それを使って物を作る方

法を重点に指導している。

②　就職に有利な資格取得

この不況時に就職するためには，強力な武器（資

格）を必要としている。設備業界では，数多くの資

格があり，在学中に挑戦できるものについては，よ

り多くの関連資格を取得するよう指導している。

③　職業人としての常識指導

「この科を修了して設備業界に就職するんだ」と

いう目的意識を常に指導している。

与えられた作業をこなすことはもちろんであるが

常に「ままになる（飯の種）」ように，自主的に考

え行動させている。

④　現場実習

１年次に基本実技をある程度こなしてから，11月

表２　機械システム工学科の就職状況

年度 

7 

8 

9 

10 

11

合計 

修了者数 就職者数 県内就職 県外就職 

17 

14 

10 

10 

13 

64

17 

14 

10 

10 

13 

64

17 

14 

9 

9 

11 

60

0 

0 

1 

1 

2 

4



に設備関連会社に１週間程度現場実習に出し，業界

の生の姿や厳しさ，ものづくりの楽しさを体験させ

ている。

⑤　技能五輪県予選参加

１年次では，基本作業の仕上げとして，「建築配

管作業」種目の技能五輪県予選に参加させている。

このことが先輩から後輩へ受け継がれ，地域の業界

へのアピ－ルともなっている。

⑥　個別相談

最初の個別相談は，２年次に進級する際，職種・

希望地などについて本人の希望を聴取し，春季休校

を利用して保護者と十分話し合うよう指導してい

る。

⑦　求人開拓

県内の設備関連業界団体に対しては，求人の依頼

を文書にて行い，FAX等で各会員に周知していた

だいている。

夏季休校中に，学生が業界団体名簿から興味を示

した会社を中心に，指導員が訪問して，業界の現状

の把握や求人の依頼を行い，就職先の開拓を行って

いる。

⑧　関連業界団体とのつながり

配管技能士試験事前講習会・２種電気工事士実技

試験事前講習会を実施し，参加者を業界団体等を通

じ募集することにより，当学院の存在や内容を認識

してもらう。

業界団体の総会にオブザーバーとして参加し，名

刺交換や情報収集，求人依頼等を行っている。

【今後の就職相談援助に関する課題】

当学院と業界とのつながりだけではなく，その業

界で実務経験を積んだ中途採用の指導員が業界にお

ける知人等人脈をフル活用して，この不況下でもな

んとか就職につなげている現状です。

また，求人数激減により指導員が，電話やじかに

足を運んでの求人開拓を実施しなければ，就職率

100％達成は困難である状況です。

指導員が本来業務である職業訓練指導に専念すべ

きであるのに，学生の就職決定まで奔走しなければ

ならず，逆にその分，職業訓練指導が疎かになって

いるのではないかと危惧されています。

(3) 自動車システム工学科の援助活動事例

【これまでの援助活動の状況】

自動車システム工学科の特徴としては，２年生の

就職活動の一環として，求人情報の提供および事業

者と学生間の情報交換を図ることを目的に会社概要

説明会を例年５月下旬に実施しています。

その実施内容を次のとおり紹介します。

①　会社概要説明会の実施内容

○実施年度

平成４年度から

○実施時期

毎年５月下旬

○実施場所

当学院体育館

○実施経緯

・学生に会社の概要や求人情報を一度に知る機会

を与えるため。

・会社側から同じ時期に直接学生全員に説明をさ

せてほしい旨の要望があったこと。

・求人数が多かった時代，求人が早い者勝ちの傾

向があったこと。

○効果

・求人側の会社概要や入社試験日等の情報がその

場で直ちに知ることができる。

・求人側の就職情報を平等に学生に与えられる。

・各会社の採用担当者と直接情報交換ができる。

○問題点

・一般工場は，年度末頃にならないと採用計画が

決まらないので，就職相談に参加する数が少な

いこと。

・入社試験日が年々早くなってきているので，実

施日が早くなってきていること。
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表３　会社概要説明会の出席会社数の推移

　　　　年度 
区分 
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県外 

県内 

県外 

33 

8 

25 

3

32 

8 

23 

3

21 

― 

20 

― 

21 

― 
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― 
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・県内のディーラーのために実施しているような

傾向であること。

②　自動車システム工学科の１年間の就職相談

・HR等での就職希望調査，個別相談

学生の就職先を早期に決定できるよう指導し

ている。

・会社概要説明会（県内ディーラー）

就職先未定の学生を含め，全学生に就職活動

のリハーサル等も兼ねて参加するよう指導して

いる。

・求人情報等安定所との事務連絡

最新の求人情報を入手するために，常に職業

安定所の担当官と連絡を密にしている。

・会社へ採用予定の確認および求人依頼

採用計画の決定が遅い一般工場を主体に電話

連絡により確認，必要に応じて会社訪問したう

え，求人依頼を行っている。

・修了生等を通じ求人情報の入手

修了生等を通じて，最新の求人情報を入手し，

求人開拓を行っている。

・面接，入社試験の対策指導

指導員が求人側担当官になり，面接のリハー

サルを実施している。また，常識問題のテキス

トを学生に提供している。

・就職先に合わせた訓練の実施

就職内定者については，できる限り会社の業

務内容に合わせた訓練を重点的に指導してい

る。

・採用内定会社に礼状の送付

次年度修了生の就職先の確保のため，採用内

定した会社に対しては，必ず礼状を送付し，つ

ながりをつけている。

【今後の就職相談援助に関する課題】

これまで過去３年間に修了した学生は，全員が２

級自動車整備士の資格を取得して，ディーラーや一

般工場に就職し，それぞれが活躍しており，自動車

業界から高い評価を受けています。

しかし，最近では，規制緩和による車両法などの

改正が目まぐるしく変化する中，長期にわたる景気

低迷なども重なり，整備需要の落ち込みが生じ，売

り上げ向上のため，取り扱う商品も多様化し，企業

間の競争が激しくなってきています。このような状

況の中で，景気が緩やかに回復していると言われて

はいるものの，求人数が減少し，就職も年々厳しく

なってきております。

今後は，自動車システム工学科が独自に実施して

いる会社概要説明会を，ディーラー用，一般工場用

と年２回実施することと，ディーラーだけではなく

県内一般工場も数多く参加させるなどの充実を図

り，学生に対する就職相談援助を強化することが課

題となっています。

(4) 制御システム工学科の活動事例

【これまでの援助活動の状況】

制御システム工学科は，平成７年度に新設され，

過去４回の修了生を社会に送り出しているところで

あり，現在まで試行錯誤を繰り返しながら就職指導

写真２　会社概要説明会風景

表４　自動車システム工学科の就職状況
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を続けているところです。

そのため，制御システム工学科としての就職援助

活動の体制整備は，もう少し時間がかかるものと考

えています。

ただし，新設科であるために，現在まで手探りで

の就職指導を行ってきたところですが，表５に示す

とおり，過去４年間で54名の修了生のうち就職した

者が52名（96.3％），うち41人（78.8％）が県内に就

職をしており，この数字から考察できることは，確

実に各業界から高い評価を得ているということで

す。また，これまでの訓練指導が業界ニーズにマッ

チしていたことが高い就職率を継続できているもの

と考えています。

次に，これまでの就職指導を通じて感じたことを

紹介します。

① 県外に就職した学生の中には，地元志向が見受

けられ，八戸市に支社を持つ企業に就職し，将来

地元に戻れるようにと考えている学生もいるた

め，そうした状況を考慮して，誘致企業の求人開

拓に積極的に取り組むこととしている。

② 近年，求人数の減少により学生の就職活動はか

なり厳しい状況の中，数人の学生はすんなり内定

するが，ボーダーラインより下の学生は何社受け

てもすべて不合格になるなど，二極化の傾向があ

ることから，このことについては受験した企業を

できる限り訪問して，その原因を調査したいと考

えている。

③ また，１回の採用試験で就職できる学生が必ず

しも成績上位というわけではなく，企業が求める

人材と，学生の成績とは必ずしも一致していると

は言い切れないなど，最近は就職試験でグループ

討議などを行う企業が多く，コミュニケーション

能力など，成績以外の要素も非常に重要視してい

る感があることから，今後の就職指導内容にこの

ことを取り入れていくことにしている。

④ その他に，これまでの学生の就職試験内容につ

いて，学生同士がその内容を情報交換しやすいよ

うに，試験を受けた学生はその内容や感じたこと

をシートに記録し，それを学生がいつでも閲覧で

きるようにファイリングしている。

【今後の就職相談援助に関する課題】

就職率100％を達成させるためには，業界の求人

情報の収集が重要であるため，積極的に修了生の就

職先事業所を訪問したいと考えています。

また，就職や訓練に関する最新の情報を得るため

に，修了生との情報交換の場（OB会など）を早期

に設立したいと考えています。

３．お わ り に

今後も就職率100％を継続していくためには，こ

れまで通りの訓練指導では長引く経済不況による雇

用情勢のもと，かなり厳しいものと予想しています。

また，今後も引き続き，高度情報化，ME化等の

技術革新や業界ニーズに即応できる人材育成がます

ます重要になってくるものと考えています。

そのため，当学院としては，

① 各業界が必要としている技能・技術を見据えた

訓練内容の更なる充実・強化

②　学生に対する早期の職業意識の確立

③　各業界・団体等との緊密な連携

等を図り，万全な訓練体制で臨むことが重要と考え

ています。

最後に，当学院が各業界から高い評価を受け，こ

れまで修了生を採用していただいていることは，各

指導員の熱意と使命感によるものであり，それらが

なければ100％の就職率が達成されることは決して

ないものと各指導員に感謝しているところでありま

す。

表５　制御システム工学科の就職状況
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